
次の１～３の各問いに答えなさい。

１ ５種類の白い粉末Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅがある。これらは、炭酸水素ナトリウム、酸化

カルシウム、塩化ナトリウム、砂糖、デンプンのいずれかである。Ａ～Ｅの物質名が何

であるかを調べるために実験１～４を行った。次の（１）～（３）の問いに答えなさい。

実験１

Ａ～Ｅをそれぞれ2.0ｇずつ蒸発皿にとり、図のように

ガスバーナーを用いて加熱した。すると、ＡとＢは黒くこ

げたが、Ｃ、Ｄ、Ｅは白い粉末のまま変化がなかった。

実験２

実験１で加熱後のＣ、Ｄ、Ｅについて、質量を測定した。

すると、Ｃはもとの質量（2.0ｇ）よりも軽くなっていた。

Ｄ、Ｅの質量には変化がなかった。

実験３

Ａ～Ｅをそれぞれビーカーにとって、水を少量加えると、Ｅは温度が上昇した。

実験４

Ａ～Ｅをそれぞれ5.0ｇずつビーカーにとって、水を25㎝ 加えてよくかき混ぜた。す3

ると、ＢとＤはすべて溶けて無色の溶液になったが、Ａ、Ｃ、Ｅは一部がビーカーの底

に溶け残った。

（１）実験１でのＡ、Ｂのように加熱によってこげて炭になるような物質を何というか。

答えなさい。

（２）実験２で、Ｃの質量が減少した理由を説明しなさい。ただし、このとき起こった化

学反応の名前と、反応によって生じた３種類の物質の名前を用いること。

（３）実験１～４の結果から、Ｅの物質名を答えなさい。

１

図

総合問題Ⅱ 【１枚目】受検番号

＊ 答えは、全て、解答用紙の決められた欄に書き入れなさい。

注意
＊ 答えに根号が含まれる場合は、根号を用いた形で表しなさい。
＊ 円周率は、πを用いること。
＊ 問題用紙は３枚、解答用紙は２枚あります。

令和３年度滋賀県立彦根東高等学校特色選抜 ２ メダカを水と一緒に小さなポリエチレンの袋に入れ、顕微鏡のステージにのせた。そ

の後、メダカの尾びれを100～150倍で観察すると、細い血管の中を勢いよく小さな粒が

流れていくようすが観察された。次の（１）～（３）の問いに答えなさい。

（１）この細い血管は、何と呼ばれる血管か。その名前を答えなさい。

（２）細い血管の中を流れていく粒は、ほとんどが赤血球である。赤血球のはたらきを簡

潔に答えなさい。

（３）この細い血管から血液中の液体の一部がしみだして、組織の細胞のまわりを満たし

ている。血液と細胞のあいだの物質のやりとりのなかで、この細胞のまわりを満たし

ている液体のはたらきを説明しなさい。

３ 地震の多くは、地下の岩盤（岩石）中に割れ目が生じて発生する。このような地震で

は、Ｐ波とＳ波という２種類の波が同時に放出される。この波が到着すると、到着点で

はゆれを感じることになる。

震源からの距離が14㎞の地点で、地震が発生して2.0秒後に初期微動が観測され、そ

の数秒後に主要動が観測された。ただし、この地震は地表で発生し、地震波は地表に沿

って伝わると考える。また、Ｓ波の伝わる速さは4.0㎞/s、Ｐ波の伝わる速さも一定で

あると考える。次の（１）～（４）の問いに答えなさい。

（１）Ｐ波の速さは何㎞/sか。答えなさい。

（２）この地点での初期微動継続時間は何秒か。答えなさい。

（３）気象庁では、地震による大きなゆれがくる前に、その到達時刻と予想震度を発表す

るシステムを使用している。このシステムは、地震発生後、震源に近い観測点で初期

微動が観測された場合、地震の発生した時刻や震源の位置、マグニチュードなどが即

時に推定され、主要動の到達時刻やゆれの大きさがテレビや携帯電話で各地点に伝え

られるものである。このシステムによる警報を何と呼ぶか。漢字６字で答えなさい。

（４）この地震発生の3.0秒後に、（３）のシステムによる情報が発表された。情報の発

表から主要動到着までに10.0秒以上の時間がかかる地点は、震源から何㎞以上離れた

地点になるか。答えなさい。ただし、このシステムの通信速度は極めて速く、発表と

同時に各地点に伝わるものとする。



表

図２

次の１～２の各問いに答えなさい。

１ 実験室で斜面を用いて実験１～２を行った。次の(１)～(４)の問いに答えなさい。

実験１

図１のように、高さが1.0ｍで斜面の長さが2.0ｍの台上に、１秒間に60回打点する記

録タイマーを固定し、記録タイマーを通した記録テープを力学台車に取りつけ、力学台

車を手で支えた。次に、力学台車から静かに手をはなし、斜面を下る力学台車の運動を

記録テープに記録した。

その後、図２のように、記録テープではっきりとわかる初めの打点を０打点目とし、

６打点ごとに区切り、各区間の長さを測って表にまとめた。

（１）０打点目から30打点目までの間の力学台車の平均の速さは何㎝/sか。答えなさい。

実験２

図３のように、実験１と同じ台上に、300ｇの木

片を置いたところ(a)木片は静止した。次に斜面の

角度を別のある角度にしてから木片を斜面下方に

向かって滑らせると、(b)木片は一定の速さで斜面

を滑り降りた。

（２）実験２の下線部(a)において、木片にはたらく重力の、斜面と平行な方向の分力は

何Ｎか。答えなさい。ただし、100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとする。

（３）実験２の下線部(b)のような運動を何というか。答えなさい。

２

図３

図１

令和３年度滋賀県立彦根東高等学校特色選抜

受検番号 総合問題Ⅱ 【２枚目】

記録テープ

の区間

０打点目か

ら６打点目

６打点目か

ら12打点目

12打点目か

ら18打点目

18打点目か

ら24打点目

24打点目か

ら30打点目

各区間の長

さ〔㎝〕
3.6 8.4 13.3 18.0 22.7

（４）実験２の下線部(b)について、このような運動をしている間、物体にはたらく力は

つり合っている。この力のつり合いを正しく示している組み合わせを次のア～カの中

からすべて選び、記号で答えなさい。

ア 重力と摩擦力 エ 重力と垂直抗力

イ 重力の斜面に垂直な分力と摩擦力 オ 重力の斜面に垂直な分力と垂直抗力

ウ 重力の斜面に平行な分力と摩擦力 カ 重力の斜面に平行な分力と垂直抗力

２ 実験１の立面図を縮小して、斜面を線分ＡＢとし、その長さを10㎝とする。水平面

を直線ＢＣとし、点Ａから直線ＢＣへ垂線ＡＤを引く。この図において、線分ＡＢを、

点Ｂを中心に回転させる。次の（１）～（４）の問いに答えなさい。

（１）図４のように、∠ＡＢＤ＝30°のところから、点Ｂを中心に時計回りに、点Ａが

直線ＢＣ上にくるまで回転させる。このとき、線分ＡＢが通過した部分の面積を求

めなさい。

（２）図５のように、直線ＢＣ上にＢＥ＝ＢＡとなるような点Ｅをとり、直線ＢＡ上に

ＢＦ＝ＢＤとなるような点Ｆをとる。このとき、４点Ａ、Ｅ、Ｄ、Ｆは１つの円周

上にあることを証明しなさい。

（３）ＡＤ＝６㎝、ＢＤ＝８㎝であるとき、半径が１㎝の円が図６のように、線分ＡＢ

と線分ＢＣの両方に接しているとする。この円と線分ＡＢの接点をＰとして、点Ｐか

ら直線ＢＣに垂線ＰＱを引くとき、線分ＰＱの長さを求めなさい。

拡大図

図４

図５
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（４）ＡＤ＝６㎝、ＢＤ＝８㎝であるとき、長方形の２頂点が図７のように線分ＡＢ、

直線ＢＣ上にある。この長方形の直線ＢＣ上の頂点をＧ、線分ＡＢ上の頂点をＨとし

て、点Ｈから直線ＢＣに垂線ＨＩを引く。ＧＢ＝２㎝、△ＧＨＩの面積が ㎝ で2

あるとき、線分ＨＩの長さを求めなさい。

一辺の長さが６㎝の立方体の頂点Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈが図１のよう

な位置関係にあるとする。次の１～３の各問いに答えなさい。

１ 辺ＡＢとねじれの位置にある辺はどれか。すべて答えなさい。

４

３

３

図１
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図７

受検番号 総合問題Ⅱ 【３枚目】

令和３年度滋賀県立彦根東高等学校特色選抜 ２ 図２のように辺ＨＤの延長線上の点をＯとし、Ｏを光源としたときの立方体の影を考

える。ただし、立方体の内部を光が通過することはない。

ＯＤ＝４㎝のとき、正方形ＥＦＧＨを含む平面上にできる立方体の影の面積を求めな

さい。

３ 図３のように動点Ｐが頂点Ａを出発し、毎秒３㎝の速さで立方体の辺上をＡ、Ｅ、Ｆ、

Ｇの順に移動し、頂点Ｇで止まる。また、動点Ｑが頂点Ａを出発し、毎秒２㎝の速さで

立方体の辺ＡＢ上を頂点Ｂまで行って折り返し、頂点Ａに戻って止まる。

次の（１）～（３）の問いに答えなさい。

（１）点Ｐと点Ｑが同時に頂点Ａを出発してから、２秒後の四面体ＡＤＰＱの体積を求め

なさい。

（２）点Ｐと点Ｑが同時に頂点Ａを出発してからｘ秒後の四面体ＡＤＰＱの体積をｙ㎝3

とするとき、ｘとｙの関係をグラフに表しなさい。ただし、０≦ｘ≦６とする。

（３）点Ｐと点Ｑが同時に頂点Ａを出発してから四面体ＡＤＰＱの体積が６㎝ となるの3

は、何秒後かをすべて求めなさい。
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